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5月の新型コロナワクチン接種
市では、新型コロナワクチンの初回（1・2回目）接種および2回目接種完了者（12歳以上の方）への追加（3回目）
接種を実施中です。
※　掲載内容は4月8日時点のものです。変更となる場合もありますので、市ホームページなどで最新の情報をご確認ください

接種費用

無料
全額公費負担

問合先　市コロナワクチン接種コールセンター　☎0570・02・5672

※「坂戸鶴ヶ島医師会運営による新型コロナウイルスPCR検査センター」が4月28日で閉鎖されました。
今後は、上記の「■発熱などの症状のある方」をご覧いただき、県のホームページから受診可能な医療機関を検索してください

■無料PCR検査
感染リスクが高い環境にあるな
ど感染に不安を感じる無症状の
県民の方は、県内の指定薬局・
ドラッグストアで
無料検査が受けら
れます。

県ホームページ

■食料などの支援
市では新型コロナウイルス感染
症の自宅療養者とそのご家族に
対しパルスオキシメーター貸し
出しや食料などの
支援を行っていま
す。

市ホームページ

■発熱などの症状のある方
県では発熱などの症状がある場
合に、地域の身近な医療機関な
どで受診することができるよ
う、指定医療機関
を公表しています。

県ホームページ

新
型
コ
ロ
ナ
対
策

■5～11歳の方
5〜11歳の方の接種は、「接種を受けるよう努めなけれ
ばならない」とする「努力義務」ではありません。
接種には保護者の同意が必要であり、厚生労働省は、
有効性や安全性のデータを踏まえて子どもと保護者が
十分に話し合い、かかりつけ医とも相談して判断する
よう呼びかけています。接種を希望される方は、接種
券に同封されたチラシや市ホームページで実施医療機
関や予約方法などを確認の上、予約・接種
してください。

■12歳以上の方
12歳以上の方でこれから初回接種を希望する方は、市
コールセンター（☎0570・02・5672）・
WEB・LINEで予約してください。

■接種は6か月経過後から
追加接種は2回目接種完了日から6か月経過以降可能で
す。接種券は、2回目接種完了日から6か月を経過する
日の約1週間前を目途に、対象者へ発送しています。接
種券が届いたら、同封のチラシや市ホームページで接
種機関や予約方法などを確認の上、予約・接種してく
ださい。
ワクチンは、ファイザー社製と武田／モデルナ社製の2
種類です（ただし、12歳から17歳の方につ
いては、ファイザー社製のみとなります）。

■埼玉県の接種会場 
埼玉県では、ワクチン接種センターを開設しています。
予約サイトや詳細については、QRコードよりご確認く
ださい。なお、市内および坂戸市内の医療機関との重
複予約はご遠慮ください。	

・会場：西部ワクチン接種センター
・場所：川越市脇田本町1-2　山崎ビル3階
　　　　（川越駅西口　徒歩１分）
・予約方法：WEB予約

■打てるときに打てるワクチンを
今後、追加接種の対象者が少なくなり、予約枠も縮小
していくことから、接種を希望する方は、なるべくお
早目にご予約ください。重症化予防の観点からも打て
るときに打てるワクチンをなるべく接種しましょう。

他の市区町村で１･２回目を接種した方または未接種の
方で、その後、鶴ヶ島市に転入された方は、接種券の
発行申請を行う必要があります。
接種を希望する場合は、市コールセンター（☎0570・
02・5672）にご連絡いただくか、QRコー
ドより申請してください。

初　回　接　種

市外から転入された方へ

追　加　接　種

詳細はこちら

市LINEはこちら

詳細はこちら

詳細はこちら

詳細はこちら
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5月は消費者月間です  

問合先　消費生活センター☎271・1111

消費者月間とは？
「消費者保護基本法(消費者基本法の前身)」が昭和43年5月に施行されたことから、その施行20周年を機に、昭和63年
から毎年5月が「消費者月間」とされました。

令和4年度消費者月間統一テーマ
考えよう！大人になるとできること、気を付けること～18歳から大人に～
令和4年4月1日から成年年齢が20歳から18歳にかわり、「18歳から大人」になりました。
大人になると、賃貸住宅の契約やクレジットカードの契約、投資の契約などを一人でできるようになると同時に、一度
結んだ契約を簡単には取り消せなくなります。消費者トラブルに巻き込まれないよう、契約は慎重に行い、「だまされ
ない消費者」になることが重要です。契約を急がせてきたり、お金を借りるよう勧めてくる相手には、きっぱりと断る
ことが必要です。

商品やサービスの契約トラブル、製品事故に関する相談、
消費生活に関する問い合わせに応じています。
相談日時
　■月〜金曜日（来所相談・電話相談）9時30分〜12時、
　　13時〜15時　　　
　■土曜日9時30分〜12時（電話相談のみ）
持ち物
　□契約書　□保証書　□写真

　□購入のきっかけとなった広告やパンフレット　
　□保存してある画面やURL、メール
　□契約までの経緯を時系列にまとめたメモ　など

消費生活専門弁護士の相談もご利用ください
「債務整理の方法を知りたい」「賃貸アパートの原状回復
費用を請求された」など、契約について専門家の意見が
聞きたいときはご相談ください（要予約）。
日時　毎月第4金曜日(原則)　13時〜17時(相談時間30分)

「おかしいな！」と思ったら、「消費生活センター」へ

事例1
●SNSの広告で、「お試し500円」というサプリメント
を見つけ、1回限りのつもりで注文し代金を支払った
が、頼んだ覚えのない2回目の商品が届き、定期購入
になっていたことに気づいた。

★注文前に契約内容や返品・解約の条件をきちんと確認！
通信販売にクーリング・オフ制度はなく、返品・解約については表示さ
れている条件に従うことになります。低価格を強調するSNSの広告には
特に注意しましょう。

事例3
●友人から「投資で稼げるようになる
ビジネススクールがある」と誘われ、
興味を持ち、カフェで代表者から入会
条件や成功談を聞いた。「契約時に10
万円、月謝で2万円がかかるが、4人
紹介すれば月謝は免除される。1人紹
介すれば紹介料5万円を払うので元が
取れる」と言われた。学生ローンに連
れて行かれ、お金を借り入会した。何
回かスクールに通ったがもうからずや
めたくなり、代表者に伝えたら解約金
として5万円を請求された。

★簡単に稼げるもうけ話に注意！
「稼げる」「必ずもうかる」などという、
うまい話はありません。誘われても
きっぱりと断りましょう。友人を紹介
して契約させると友人を失い、誰も紹
介しなければ借金が
残ります。最近は、
SNSで知り合った人
から誘われることも
あります。

事例2
●求人サイトでエキストラ募集の広告を見て事務所に
出向いた。エキストラとは別に、「オーディションを受
けてみないか」と誘われた。合格すれば、ライブやイ
ベントに出演できると説明され、その場でオーディショ
ンを受けた。後日、合格の連絡があり、事務所へ行っ

たところ、高額なレッスン料が必要と言われた。

★「オーディションに合格した」など、期待を持たせる勧誘トークに注意！
レッスンを受講しても必ず仕事や報酬に結び付くとは限りません。その
場で契約せず、家族や周囲に相談しましょう。アルバイトのつもりで出
向いたら、いつの間にかレッスン受講契約の説明になっていたなど、当
初の目的と違う場合は、きっぱりと断る勇気を持ちましょう。

※　イラストは「消費者庁イラスト集より」




